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5月 第4.5週仰主圏礼拝畿教要約

・ 5月 22翻 i使徒言行録 1:6-11.

「 天|こ
|サ需る神 」

蕩゙爵29麟 1使徒書行録 1:12… 14

「 新たなる旅立ち 」

衣笠病院教会 牧自雨富原晃―豊β



感比象 《人lt咋 る神 》 。《新ノ
=な

るなユち 》

甕 11人沌の鍵 り上、春籠の人なるイ申争確ず、となもするときに、れたち

は人 も地 も、1爵 ぽ穐時 :電 枠のをヽによって創造された神の被範嗜毎てあるこ

と[‡恙めます。創営れの4壼 は
｀
めの人地創逢の記鑢も` ら、永遠なる利叫1九

ネ、人 itも 地 lt轟 寸なしヽ、時賞争起羅ノξ幕轟だったことうヾ現う`準ねます。

沖 1鶯 丸ず、押禽邊の薇雄物で
｀
ある人に職場騰争イキて、今度 11瘍 上にも

碁時綸参イ暴たのサ汽誉に降った神、イエス。キ )リ ストの上まれたや永臨咸

で
｀
した。また、神キリスト11スメt薬 子たちの層脅所を設けるとヽ`う詩ふ

争常亀ヒノ(ヨ ハネイる者輩 ′孝輩もヽ らもわかるとおり、神 も人 も永久 |ヽ 人と

地の、と
｀`
ちらか一奪 lt縛 られる難命 ltは な 鷺ヽので

｀
す。

鶯代のイスラ漁ルのスうヾ率3θ キ問移位 してヽ`た(出エジブト記12:縛 )と ヽヽ

うユジプ トで
｀
11太陽神が根強く信仲 fれ ており、この神が入滝の創盗奪

で
｀
あると譲鮮まれてヽ`て、イスラエルの氏がど

｀
の種度、同鶴馳力静受け

てヽ`たのう`ぼ雌う`で 1糞 ありまゼん。ノ(だ 聖‡械、脅の人陽も李ぬてれた

ちと春く日ビ被邊物で
｀
あることき教えてヽヽます。賀輩の粋ス外の杏て(1

モノ(1撼ヒ主餞L物 )で
｀
あるとヽ`う1ぷ〔えは、4じ卜学のilL彎ナ■1(大 きく1竜卜‐3■ する髯可争枠と

なります。

歳和 |(付 も人ユ物のなヽ`颯|(降 り上ったアメ :J力 の寧奮飛行十が、i:中

(篤創壼ま⇒の存在き邊範 lt藤 ビ′tと ヽ`う奔甘は、入宙もまたその粋の袂

壼物てヽ
｀`
あること争賞憩 した機指藝ならず械眸率直な黙想で

｀
こた。

さて、キ )リ ストの鼻メJま 、枠の機竜物て
｀
あるえて

｀
キ )リ スト嗜ヾイ奪職する

アtめ で
｀
あり妻た、そこう`ら幕臨するためで

｀
もあることを壁嗜日1教 えてヽ`

ます。このよう|(人 と臨は、けっしてI島 他 fれ ノξもので械なかっ′tこ と

な′せ摯色のキリスト牧代械イエス・キサリストの言鸞を通 して学びとっノt

ので
｀
す。

鷲のス轟〔キ Iリ ストが嘩る轟前 |(、 轟争ノ
=ち

は轟び愚う`な賃縄浄ぶつけ

壺ず、「 上よ、イスう黒ル釣メ(め lt鰯 き:筵 てなおしてくだするのは、こ

の農きです力ヽ 」 と。「こり時」 とは、小この時 |(、 叢後の期イヤをつ`けてヽ`

ることな鵞蛛 してヽ`議す。つまり、何 もしなヽ`で慕って行う`な
｀ヽ で`はヒ

い、成ゞ才ヒfξ 者ノ「ちう《鷹輝瞑|(範 うことがなヽ`まうに、ど。

け夕ヽど
｀
もイエスの答えは、人な・るf中 の昔怠れ李 1壼 伝える時で

｀
はなヽ`こ

と参幸 |ヂ ます中

薬争たち嗜ヾ路澤摯電雄わなヽヽ√ξめのが策械、ますっtて イ_・ スがまもム |こ イ



スラエル』、圃争あらメ11(;曜 爾することで
｀
1鶯 なかっ′ξl士 ずで

｀
す。こう`こ薬

子たちの餞の中 |モ 械本ゴごそ眸イージしかありまゼんて
｀
そた。眸摯1と

さヽえ

ば9-マ 帝麟争打ち崚ること、神の臓とヽ`えばイスラエルユ国の定爾、

こ才tシス本のことは理解不能 :ミ F)亀 ってヽヽた碩)て す。

わたこ■ヾ

'も

上のことを鬱繊してもイ言ビなヽ`とすれば、人上のこと争

灘 したところてヽ どうしてイ‡ビるだろう。(Fハネi`特 ご:f2)

二欝デモit埓 して語られたこの言景 11、 例外なく薬子ノ
=ち

itも 暴多ヒ

たので
｀
す。構蓄られた多くの言鸞の鼻義うヾ伝わることもなく。

手無ヽヽ警夫った率がちりぢりばらぼら|(な るのlf時間の問題で
｀
した。

イエス:(繊p儀 枠の予定と
｀`
おり|(人 lt罐 られます。もう、だれも上めると

とはで
｀
きまゼん。

複i音後、率θ日間、地上it響 まっノ(イ ススは一時、薬争ノ尋もと共にガリ

ラヤ1鋼 の戯■で
｀
地ごfね ましたが、各び彼 らと共にユルサレムit晨 って

ヽ`たようザす。

すく
｀`
逹くの、なぜ峰`「オ :リ ープ知」と

'争 ぼ凛 る島で、イエスと薬争ノξ

ちは最廟妊√)覇 オt tt tま しr〔 .

人|(罐 ら才ヽた′θQ機 lξ 曇変 (聖奮降臨)う 起ヾきるのて
｀
すが、雛も減

だそのこと|ま ま9り 崚ゼん。この 10餞 間、彼らの十て
い
11気 の地くなるほ

と
｀`の時輔が流よヽてヽ`たで

｀
あり減ヒょう。

その暉れイエスの許 itて
｀
はなくペトロの静に多くの人々(約 ′20人 )

うヾ幕=っ てヽ`た瑾轟は不臓混で
｀
す。オえられることとこく は、イニスの几機、

豊局の黒締ザ畿f會 されてヽ`メこことくらヽ て`
｀
しょうか。絡頸 tt逢 う総れの

ある人々ば、轟弟子たちだけで
｀
はなう`っ√(よ うて

｀
す。人々1壼 イムスのイ農

港 |〔 嶋 してヽ`/〔 ので
｀
しょうか、彼らの中に蓄局者僣港代 してヽヽなかっノ〔

のてしょう峰`、議[だ ら|ナ で
｀
す。しかし、説畷不可能なことて

｀
も寧賞械事賞

どヒて常L裁するのうヾ著者の経めて
｀
す。

たヒケ可〔凝1奮機に、力
｀`。リラヤで、「ゎf(こ の率を飼ヽ`なfい、せ話争ヒ

なさヽヽ」と姿 ビられてヽヽノ《鍛械ペトロで
｀
すから、豫摯をぐて本メ〔人々の

誉話係1壼 彼め織称となるifず て
゛

t、 た。イ麒スのお拳本 |《 響ヽ`、ペト鬱が

その僣称争、すでlt黒 たヒぼぜめてヽ`たのかもこれまゼん。イスス争夫
―》ノ〔暴会ぼ欝圭載ヽ多難なことばう`り、本末うヾ会くλ蝿ヤ亀ケ`ったア0職 擬

のことを、薇ら1螢 一生亀みなうヽっノ(て
｀`
ありましょう。


